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添付資料 1 要請書 

 

 



 

 94 

 



 

 95 

 



 

 96 

 



 

 97 

 



 

 98 

 



 

 99 

 



 

 100 

 



 

 101 

 



 

 102 

 



 

 103 

 



 

 104 

添付資料 2 実施細則（Scope of Works） 
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添付資料 3 協議議事録（Minutes of Meeting） 
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添付資料 4 面談記録 

 
日時 2011 年 2 月 15 日（火) 10:00-11:00 
場所 MPWT 
面談相手 ユティヤ次官補、チャンダラ次長（General Dept. of Transport） 
面談者 横井団員、篠田所員、藤井専門家 

 
概 要 

・ 冒頭横井団員より、本プロジェクトの基本認識、調査スコープ・地域、調査期間、タ
ーゲットイヤー、また名称変更にかかる説明を行った。以下、主要な討議。 

・ （ユティヤ次官補）調査団より提案のあったプロジェクト名に Competitiveness を記載
すると、Open Sea Policy を掲げる政府として現在開発が進められている民間港に対す
る Competitiveness という考え方を惹起させてしまうため、Competitiveness という文言
は修正が必要かと考える。→（横井団員）懸念事項については了解。PAS との議論も
踏まえて案件名称は改めて検討していきたい。 

・ （ユティヤ次官補、藤井専門家）ターゲットイヤーを 2030 年に定めているが、ターゲ
ットを 2030 年のみとしてしまうと長期計画のみになってしまうため、ミドルターゲッ
トを定めたほうがよい。→（横井団員）調査の中で支援が必要なプロジェクトの優先
順位付けを行うため、ミドルターゲットを定めることは問題ない。詳細は PAS との協
議によってくるが、現段階ではミドルターゲットを 2020 年としたい。→（ユティヤ次
官補）了解した。 

・ （ユティヤ次官補）調査の成果としてプノンペン港とシハヌークビル港の機能分担を
し、それを政策的に位置づけることについては了解した。しかし、カンボジアにはス
トゥンハブ、オクニャモン、カンポットといった規模の大きい民間港湾があるかそれ
らを含めないのはなぜか？→（横井団員）取扱量の絶対量から言えばプノンペン港と
シハヌークビル港が需要予測等の分析の上で支配的な要素となる。もちろん調査の中
では民間港の動向も検討する予定であるが、カンボジアとして取扱量が多く、かつ公
共港湾であるプノンペン港とシハヌークビル港を競争させるのではなく、政策的に機
能させていくことが重要であることから、調査の成果としては両港の機能分担を想定
している。→（ユティヤ次官補）了解した。 

 
（本記録は面談者の了解を得たものではない。）
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日時 2011 年 2 月 15 日（火) 11:00-12:00 
場所 JICA 事務所 
面談相手 鈴木所長 
面談者 横井団員、篠田所員 

 
概 要 

・ 冒頭横井団員より、本調査の狙いとスコープについて説明。以下、主要な議論。 
・ （鈴木所長）プノンペン港が取り扱い能力を高めてきた現在において、シハヌークビ

ル港は地理的に見てもプノンペン港にはかなわない状況であると考えている。そのよ
うな状況の中、シハヌークビル港にさらに有償資金協力をしていくかは議論の分かれ
るところであり、それよりもいかに既存を向上させるかが も重要であると考えてい
る。→（横井団員、篠田所員）本調査はハード支援ありきで進めるわけではなく、需
要予測に基づき、既存のオペレーション業務の能力をできるだけ高めていくことが第
一の選択と考えている。それでも処理できないような貨物量になると想定される場合、
ハード整備を検討していくことになる。 

・ （鈴木所長）本年 12 月にシハヌークビルポート SEZ が供用開始される予定であり、
このSEZに企業がどの程度張り付くかが本調査での予測においてかなり影響を与える
と思われることから、調査の中で十分留意してもらいたい。 

・ （鈴木所長）ソフトの支援は極めて重要であるものの、単に計画を策定するだけでは
絵に描いた餅になりかねない。具体的に技術移転も含めながら支援をしていくことが
肝要。 

 
（本記録は面談者の了解を得たものではない。）
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日時 2011 年 2 月 16 日(水) 08:45:-09:20 
場所 MAERSK LINE 社 
面談相手 Mr. Benjamin Paul Wilson (Country Manager) 
面談者 横井団員、篠田所員 

 
概 要 

・ 冒頭横井団員より本プロジェクトの要旨を説明。以下、Mr. Benjamin からの主要なコ
メント。 

（Maersk 社のカンボジアでのビジネス） 
・ Maersk としてカンボジアでのオペレーションは 80%がシハヌークビル港、20%がプノ

ンペン港を利用している。プノンペン港からはバージでカイメップ・チーバイ港まで
輸送し、カイメップ・チーバイ港から北米航路に乗せている。カイメップ・チーバイ
港への航路は拡大しており、欧州航路は０から 6 に増え、北米航路は 1 から 7 に増え
る予定である。従って、プノンペン新港が建設されれば、貨物はシハヌークビル港か
らプノンペン港に一定量流れることとなると考える。 

（シハヌークビル港利用上での問題） 
・ 問題点は、効率性（プロダクティビティ）とコストである。APL 社等の船社はシンガ

ポールとシハヌークビル港のシャトルサービスを行っており、スケジュールはそれほ
どタイトではないと考えるが、Maersk の場合は 2 つの船によりかなりタイトなスケジ
ュールとなっている。その意味では高い生産性でのガントリークレーンによる荷役能
率が不可欠であるものの、現在は平均 22 個/時程度の取扱いにとどまっている。効率
性を追求するためには少なくとも 25 個/時のプロダクティビティが必要と思料。シハ
ヌークビル港はこれまでほとんどカンボジアの港湾で独占状態であったことから、コ
ストも高く、ガントリークレーン利用時には 30USD/箱を追加で徴収されることもあ
り、コスト削減はきわめて重要である。 

（プノンペン港とシハヌークビル港の利用体系） 
・ 基本的な戦略として、北米航路はプノンペン港、欧州航路はシハヌークビル港を利用

するスタンスである。欧州航路についてはプノンペン港よりシハヌークビル港のほう
がトランジットタイムが短いことから優位性がある。ただし、プノンペン新港が開港
し、高い効率性と短いトランジットタイムが確保される場合、カイメップ・チーバイ
港に欧州航路が張り付くことから、プノンペン港に流れる可能性もある。シハヌーク
ビル港としてはプロダクティビティを高め、定時輸送できるような体制確保が必要。

（プノンペン港） 
・ プノンペン港の現在の問題はキャパシティの小ささであり、新港ができるのは非常に

大きい。ただし、ハイシーズンの貨物の混在は今後も起こるであろうし、乾季の河川
航行は難しいところもあるため、そういった際にはシハヌークビル港を利用すること
になる。プノンペン港ではベトナムに輸送する際、トランジットタイムがかかるため、
欧州航路はシハヌークビルに比較優位があるものの、北米航路についてはプノンペン
港→カイメップ・チーバイ港が比較優位を有する。 

（貨物輸送） 
・ シハヌークビル港を利用している Maersk 貨物の内訳のうち 90%が縫製品、6%が米で

ある。これらはほぼ欧州航路を用いている。EU への貨物は本年 30%程度の伸び率を
示し、その伸び率は今後も一定期間続くと考えている。欧州の縫製品への需要は拡大
基調であるし、米も需要は高い。カンボジア政府は米を年間 20,000TEU 輸出する計画
であるが、現在は 1,200TEU（1TEU 当たり 20 トン程度）であり、政府が考えるほど
需要が高くなるとは想定しにくい。その他の将来性のある貨物としては、ヤシ油、カ
シューナッツ、コーン、メイズ、自転車等である。ただし、縫製品の絶対量から比較
すると、かなり少量であり、主要輸出品目は縫製品であることに変わりはない。 

（その他） 
・ プロダクティビティに問題があるため、プロフェッショナルなオペレーターの参入を

期待したい。 
・ PAS とは十分な議論をするのができていないため、本調査で船社側の意見を是非取り

入れてもらいたい。 
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・ 適切な輸送プランニングのためには、シハヌークビル港で Cut-off time を定めることが
不可欠であり、この対策も検討してもらいたい。 

・ PAS は日常的なオペレーションにも問題を抱えていることから、技術支援が必要と考
える。 

（本記録は面談者の了解を得たものではない。）
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日時 2011 年 2 月 16 日(水) 10:00-11:00 
場所 MPWT 
面談相手 H.E. Tram Iv Tek（大臣） 
面談者 横井団員、篠田所員、藤井専門家 

 
概 要 

・ 冒頭、横井団員よりプロジェクトの目的、内容等について説明。以下主要な討議。 
・ （大臣）カンボジアは経済危機の影響を受けたものの、成長を続けており、GDP 成長

率は 2009 年は 2.1%、2010 年は 5.5%である。経済成長により今後も貨物は増えること
が予想されることから、今回のプロジェクトは非常に重要であり、スコープについて
も合意できる。 

・ （大臣）プノンペン港、シハヌークビル港ともにコストが高く、周辺国の 2 倍近いコ
ストがかかっている。総貨物量が周辺国と比べて少ないことも１つの要因であるが、
プロジェクトにおいて周辺国との比較分析もお願いしたい。また、荷役作業の能率も
周辺国と比べて高くないため、要因分析をお願いしたい。→（横井団員）調査の中で
実施する予定であり、十分検討していきたい。 

・ （大臣）シハヌークビル港のコストが高くなる原因のひとつに国道４号線が有料道路
であることが挙げられる。本道路は民間に維持管理等を委託しており、運営維持管理
会社からは国道 4 号線拡幅のために料金を上げたいとの提案がこれまであったもの
の、シハヌークビル港の競争性を維持する観点からも料金値上げはしないとの判断を
している。道路の拡幅はソフトローンを供与することにより対応しており、プノンペ
ンから 40km の Kampong Speu まで拡幅しているところである。 

・ （大臣）国内のコスト競争力に関しては、民間港であるオクニャモン港のほうが競争
力があるものの、同じ競争の土台にはないことから、単純比較することは妥当ではな
いと思料。 

・ （横井団員）プロジェクトの思想が当初と異なることから、プロジェクト名称を
Strengthening competitiveness of Sihanoukville Port に変更したいと考えるがいかがか。→
（大臣）特に問題はない。→（横井団員）PAS と協議の上、変更があれば別途伝える
こととする。 

・ （横井団員）本件はシハヌークビル港だけではなく、プノンペン港にも関与する要素
があり、かつ政策的に両港を位置づけていくことが重要。その観点で、本プロジェク
トで Steering Committee を設立し、議長を MPWT にお願いしたい。→（大臣）両港を
政策的に位置づけるものの、市場の競争力を奪うような政策ではあってはならないと
考える。また Steering Committee の議長については了解。メンバーには Custom や
Immigration も含めたほうがよい。→（横井団員）両港の政策については、現在実施中
の技術協力プロジェクトにより基本的な政策が策定される。本プロジェクトでは策定
された基本的な政策に基づき、より客観的なデータをもとに整理していくことになる。

 
 

（本記録は面談者の了解を得たものではない。）

 

 



 

 124 

  
日時 2011 年 2 月 17 日(木) 08:30-09:00 
場所 PAS 
面談相手 Mr. May Marith (Director of Harbor Master Department) 
面談者 横井団員、笹専門家 

 
概 要 

・ （笹専門家）航路について確認したい。→（Mr. May）現在は、南航路と北航路がある
が、南航路上での橋梁建設が進んでおり、これによるクリアランスの問題（推定 29m）
等から南航路は橋梁完工後（時期は未定）は使用できなくなる見込み。よって、北航
路のみが今後利用可能な航路となる。 

・ （横井団員）北航路利用上の問題点はあるか→（Mr. May）北航路は 2 つの島の間を航
行し、かつ航路の中央に小さな島がある。中央の小さな島の灯台が故障しており、ま
た 1 つの島の灯台はランタンが故障しており、危険な状況にある。→（横井団員）北
航路では複数のアプローチ方法があるようであるが、どのアプローチが主要なアプロ
ーチなのか本格調査の中ではデータにより確認していくことが肝要。PAS からも必要
なデータの提供をお願いしたい。 

 
（本記録は面談者の了解を得たものではない。）

 



 

 125 

  
日時 2011 年 2 月 17 日(木) 09:00-11:00 
場所 PAS 
面談相手 Mr. Srey Narin (Director of Container Terminal Department) 

Mr. Thay Mengly (Vice Director of Container Terminal Department) 
面談者 横井団員、笹専門家 

 
概 要 

・ 三井造船社により CTMS システムが据え付けられたことにより、組織改変を行い、Yard 
Planning, Vessel Planning, Documentation に関する部署を設立し、オペレーション業務を
行っている。 

・ 本船プランニングにおいて抱えている問題は、船社からの情報が不十分なため、本船
プランニングが適切に行えていないことである。船社は Maersk, APL, ACL, RCL であ
り、月曜から木曜は貨物取扱量のうち 30-40%を、金曜から土曜が 60-70%となる。月
曜から木曜の貨物内訳は、5%が実入りコンテナ、95%が空コンテナ、金曜から土曜は
95%が実入りコンテナ、5%が空コンテナである。輸入貨物については十分なマニュフ
ェストが船社から提供されるものの、輸出貨物は十分ではない。月曜から木曜の貨物
は十分情報が集まり、空コンが多くを占めるので本船プランニングの問題はほとんど
ない。しかし、金曜から土曜は船社からの情報がかなり不足しており、PAS として不
十分な情報の中で適切な本船プランニングを実施できていない。実態としては、船社
側の本船プランナーが計画を行っている状況であり、PAS としてはこの状況を改善し
たいと考えている。 

・ 荷役のプロダクティビティについては、ガントリークレーンで平均 24 個/時であり、
シップギアで平均 13-15 個/時となっている。ガントリークレーンはスケジュールがタ
イトな Maersk のみが利用しており、水曜と金曜に利用している。ただし、スケジュー
ルのタイト感により金曜はシップギアを優先することもある。Maersk 以外の船社は基
本的にシンガポールとのシャトルサービスとなり、スケジュールのタイト感はないた
め、ガントリークレーンは使わず、シップギアを好んで利用している。また、コンテ
ナの Cut-off タイムを設定していないため、岸壁でのコンテナ待ちが発生することか
ら、ガントリークレーンで荷役の時間を短くしても有意ではないことから、これもシ
ップギア利用の理由となっている。事実、Maersk 以外の船社からガントリークレーン
を利用したいとの要望はない。 

・ シハヌークビル港は EDI 化していないため、PAS、カスタム、CAMCONTROL、
Immigration Office、Quarantine をメンバーとする Port Committee を設立し、手続きの迅
速化を図っている。同委員会は 24 時間の体制で行っている。 

・ CTMS については、空コンテナのエリアをカバーしておらず、空コンテナエリアから
の情報は無線によりコントロールタワーに送っている状況であり、改善が必要と考え
ている。 

・ シハヌークビル港のキャパシティは現在で 300,000TEU、舗装工事が行われているヤー
ドが完工すれば、400,000TEU となる予定。また、Port SEZ の貨物は 30,000TEU/年と
なると考えられる。 

・ 港内の交通にも問題があり、原因はポートの外に駐車場がないことにより、港内でも
乱雑にトラックが止まってしまっている。またゲート及びカスタムの運用がうまくい
かず、大渋滞を引き起こしているという実態もある。 

・ CTMS についてソフトウェアの面で課題を抱えているため、日本での研修をお願いし
たい。 

 
（本記録は面談者の了解を得たものではない。）
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日時 2011 年 2 月 17 日(木) 15:00-16::30 
場所 PAS 
面談相手 H.E. Ma Sunhout (Deputy Director General, Advisor to Samdach Chea Sim 

President of the Senate) 
面談者 小泉団長、小林団員、横井団員、笹専門家 

 
概 要 

・ （H.E. Ma）シハヌークビル港としては、これまで各種ソフト面の改善に励んできてい
るところである。たとえば、米の輸出については政府は 2015 年までに 100 万トン輸出
する計画であり、また鉄道は来年シハヌークビル港まで延伸し、ダブルデッキによる
輸送も検討されている。さらに、木材チップは地昨年中国に 71,000 トン輸出しており、
経済危機からの状況も脱しつつある。その他、港湾コストを縮減すべく、各種検討・
調整を行っているところである。 

・ (小泉団長)費用の変更を検討する際、誰が意思決定者になるのか？→（H.E. Ma）まず
は内部の議論となる。短期間の費用の変更であれば総裁が決定し、長期間にわたる費
用の変更であれば Board にて検討を行うこととなる。Board は、MEF、MPWT、シハ
ヌークビル州知事、PAS、首相府、Ministry of Commerce から構成されている。 

・ （H.E. Ma）本格調査の報告書に関し、ファイナルレポートはクメール語もお願いした
い。→（小泉団長）クメール語翻訳は JICA 側として品質を確保することが困難であ
ることから、英語版を公式なファイナルレポートとし、Reference としてクメール版を
準備することとしたい。→（H.E. Ma）それで結構。クメール版は 10 部お願いしたい。
→（小泉団長）要望について了解した。また、ファイナルレポートだけでなく、その
他のレポートに関してもクメール版を作ることで本件関係者に幅広く情報が伝わるこ
とから、それについても検討していきたい。→（H.E. Ma）是非お願したい。 

 
 

（本記録は面談者の了解を得たものではない。）
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日時 2011 年 2 月 18 日(金) 09:00-11:00 
場所 PAS 
面談相手 H.E. Lou Kim Chhun(Delegate of the Royal Government in Charge as Chairman & 

CEO)他 
面談者 小泉団長、小林団員、横井団員 

 
概 要 

・ （小泉団長） 近のシハヌークビル港を取り巻く状況について確認したい。→（H.E. 
Lou）プノンペンとシハヌークビルを結ぶ路線沿線にはカンボジア国の人口の 37%が
居住しており、JICA が調査した成長回廊調査においても本路線の重要性が指摘されて
いる。プノンペン港が拡大しつつあり、輸出入において一定の整理が必要になり、北
米輸出についてはプノンペン港から出すことになると考えるが、欧州及びアジア仕向
けの輸出品目はシハヌークビル港に優位性がある。また、輸入については北米仕出し
貨物もシハヌークビル港で今後も取り扱うことになると考える。また、政府は米の輸
出を政策として奨励しており、輸出先は欧州及びアジアとなるため、シハヌークビル
港を活用することになる。また、世界金融危機は 2008 年 7 月からカンボジアに影響を
及ぼしてきており、GDP 成長率も低くなったものの、シハヌークビル港の貨物取扱量
は 16%の伸び率を示しており、カンボジア経済を牽引する役割を担っていると考えて
いる。→（小泉団長）成長回廊調査の結果を再度レビューすることが本調査において
も重要になってくるため、成長回廊調査のレビューも今次調査の中で行いたい。 

・ （小泉団長）シハヌークビル港の弱みや脅威について確認したい。→（H.E. Lou）弱
みとしては、①国家として経済規模が小さいこと、②カイメップ・チーバイ港の拡張
により大型船舶が同港を活用する傾向にあること、③工業団地について政府がマクロ
的な政策を示していないこと、④貨物の Cut-off time を定められていないこと、以上が
考えられる。脅威としては、カイメップ・チーバイ港拡張によるプノンペン港での貨
物取扱量の増大が考えられる。 

・ （小泉団長）弱み及び脅威に打ち勝つためにはシハヌークビル港が競争力をさらに強
化していくことが肝要。その観点で、Steering Committee については複数のステークホ
ルダーを含めたい。また案件名称が Next Development となっているが、競争力強化が
重要であることから Competitiveness というキーワードに変更したい。→（H.E. Lou）
S/C の機能は重要であり、Board のメンバーをつとめる PAS, MPWT, MOC, MEF, 
Governor of Sihanoukville に加え、PPAP, CDC を入れることとしたい。また、案件名称
について、Competitiveness に加え、シハヌークビルの開発自体もカンボジア国にとっ
て不可欠であることから、Development も名称に加えたい。→（小泉団長）了解。案
件名称については The Project for the Study for strengthening competitiveness and 
development of Sihanoukville Port としたい。 

・ （小泉団長）PAS の株式公開の状況について確認したい。→（H.E. Lou）政府は水道
公社、通信公社、そして PAS の株式公開を行う計画である。水道公社及び通信公社に
ついてはすでに承認されており、韓国の証券会社が取り扱うこととなっている。PAS
については、現在日本大使館も含めた議論を行っている段階である。 

・ （小泉団長）本調査の中で物流ルート毎のコスト比較を行うが、正確なコストを調査
する際のポイントは何か。→（服部専門家）荷主企業がフォワーダー等と契約してお
り、それら企業に直接確認し、またインボイスをチェックする必要がある。 

 
 

（本記録は面談者の了解を得たものではない。）
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日時 2011 年 2 月 21 日(月) 10:30-11:00 
場所 日本大使館 
面談相手 川村公使、大總書記官 
面談者 小泉団長、小林団員、川田団員、横井団員、篠田所員、藤井専門家、笹専門

家 
 

概 要 
・ 冒頭、小泉団長より本調査の概要について説明。以下、質疑応答。 
・ シハヌークビルに基幹航路を誘致することは可能か？（川村公使）→ハブ＆スポーク

の理論からすれば、フィーダー航路にならざるを得ない。ただし、SEZ が機能してく
れば、アジア域内のループ航路の頻度を増やすなど、寄港回数の増加は考えられる。
（小泉団長、小林団員） 

・ ステアリングコミッティーに船社を招いたりすることも考えているか？（川村公使）
→然り。船社、繊維協会などの民間企業も含めて情報を共有する必要があると考える。
（小泉団長） 

・ 目標年次は？（大總書記官）→ミドルターゲットを 2020 年、ターゲットを 2030 年と
する。（小泉団長）→2030 年の予測はカンボジアの状況を考えると難しいのでは？（川
村公使）→2020 年のほうが精度は高くなる。また日本の場合、10 年後とその先を見据
えた計画作りをしていくため、全体計画としては 2030 年まで検討することが必要。（小
泉団長、小林団員） 

 
 

（本記録は面談者の了解を得たものではない。）
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日時 2011 年 2 月 21 日(月) 17:40:18:10 
場所 JICA 事務所 
面談相手 鈴木所長、小林次長、篠田所員 
面談者 小泉団長、小林団員、川田団員、横井団員 

 
概 要 

・ 冒頭本件概要について説明。以下、質疑応答。 
・ （鈴木所長）環境カテゴリ A として取り扱われるとのことであるが、環境問題につい

てはカンボジア側と十分調整して実施していくことが肝要。 
・ （鈴木所長） 近は官民連携の観点が重要になってきており、日本企業が受益者とな

っていくことがポイントとなってくる。本プロジェクトでも官民連携の観点を見据え
ながら調査をお願いしたい。 

・ （鈴木所長）PAS の高コスト体質は他省庁・機関にも依存しているため、従来型では
ない新しいアプローチが必要となると理解。 

 
 

（本記録は面談者の了解を得たものではない。）
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日時 2011 年 2 日 22 日(火) 09:00:10:00 
場所 PPAP 
面談相手 H.E. Bavy Hei(Delegate of Royal Government in charge as Chairman & CEO, 

PPAP) 
H.E.Eang Veng Sun (Deputy Director General, PPAP) 

面談者 小泉団長、小林団員、川田団員、横井団員、篠田所員 
 

概 要 
・ （H.E. Bavy Hei）プノンペン港とシハヌークビル港との関係に関して、プノンペン港

ではプノンペン市から北に 6km の位置にある Km No.6 Port に鉄道が接続しており、
Km No. 6 Port からシハヌークビル港に鉄道で積み出したり、またシハヌークビル港か
ら鉄道で輸送してきたものを Km No.6 Port で内陸水運に積み替え、輸送をするなど鉄
道での連携が重要となる。また、プノンペン港は河川港であり河川に依存せざるを得
ず、自然条件が変わった際にはシハヌークビル港を活用することとなる。→（横井団
員）Km No.6 Port の施設概要は？→（H.E. Bavy Hei）Km. No. 6 Port は小さな施設であ
り、面積は約 1ha、またジェッティにより一般貨物とコンテナを取り扱っている。 

・ （小泉団長）新コンテナターミナルの 新状況を確認したい→（H.E. Bavy Hei）貨物
については現存のプノンペン港の 75%の FCL(Full Container Load)コンテナは新コンテ
ナターミナルにシフトすると考えている。また、LCL(Less than Container Load)貨物は
基本的に現存のプノンペン港で取り扱うことになり、既存プノンペン港は CFS 的な港
湾施設になっていくと考える。CFS については、既存コンテナターミナルで建設中、
新コンテナターミナルにおいても政府の許可はおりており、民間のパートナーを探し
ているところである。→（横井団員）既存プノンペン港には CFS がないとのことであ
るが LCL 貨物のオペレーションはどのように行っているか？→（H.E. Bavy Hei）港内
/周辺の民間施設を借り上げ、そこで積み替え作業を行っている。 

・ （横井団員）新コンテナターミナルの建設計画を確認したい。→（H.E. Bavy Hei）面
積に関しては現在 20ha 確保している。ただし、政府には合計で 30ha を要望している。
建設は 3 つのフェーズに分かれており、フェーズ１が 120,000TEU/年、フェーズ 2 が
180,000TEU/年、フェーズ 3 が SEZ と Agricultural consolidating and processing facility を
含む Industrial Zone となっている。フェーズ 1 については 2012 年に完工、2013 年もし
くは 2014 年にオペレーションを開始したいと考えている。フェーズ１での取り扱い状
況を分析しながら、フェーズ 2 についてはは 2015 年頃にファイナンスについて判断す
ることになる。フェーズ１については中国のローン、フェーズ２・３についても民間
のパートナーと協力していきたいと考えている。現在のフェーズ 1 の中国ローンには
荷役機械等の上物は含まれておらず、民間からリースで借り受ける方向で考えていく
予定。 

・ （横井団員）新コンテナターミナルのオペレーションは PPAP 自身で行うのか、ある
いは民間オペレーターに権利を譲渡するのか？→（H.E. Bavy Hei）すべてのカスタマ
ーサービスをしっかり行うため、PPAP 自身でオペレーションをすることになる。 

・ （笹専門家）プノンペン港でも衣類の取扱いが多く、週末に衣類を積んだコンテナに
より交通渋滞が発生していると考えているがいかがか？→（H.E. Bavy Hei）プノンペ
ン港では夜間のオペレーションも行っているため、深刻な問題は行っていない。具体
的にはカスタムクリアランスを工場で行っており、早ければ午後 2 時には通関→輸送、
そうでなければ午後 5～6 時に通関を行い、午後 10 時には港に運ばれてくる。 

・ （小泉団長）タリフの設定はどのようになっているか？→（H.E. Bavy Hei）基本タリ
フはシハヌークビル港と同様で MPWT により監督されている。一方、タリフはフレキ
シブルに変更することも可能であり、たとえば特定企業の取扱貨物が増加すれば割引
をするなど、一定の対応は可能。 

・ （横井団員）現在のプロダクティビティは？→（H.E.Eang Veng Sun）フローティング
クレーンで平均 9TEU/時である。 

（本記録は面談者の了解を得たものではない。）
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日時 2011 年 2 月 22 日(火) 15:20-16:00 
場所 MPWT 
面談相手 鈴木弘敏、島田菜穂（日本工営） 
面談者 小泉団員、小林団員、川田団員、横井団員 

 
概 要 

・ （小泉団長）ADB の実施する鉄道リハビリプロジェクトの概要を確認したい。→（鈴
木氏）プノンペン～シハヌークビルの南線（265km）とプノンペン～ポイペトの北線
（385km）をリハビリすることである。北線は時速 50km、軸重 15t、南線は時速 50km、
軸重 20t で復旧させることを目的としている。南線については、木枕木を PC 枕木に取
替え、バラストの追加、盛土を行い、十分リハビリしていく。北線（プノンペン～シ
ソフォン（335km））については、レール、枕木（鉄枕木）は既存のものを利用し、盛
土をして土地を整形し、バラストを継ぎ足す。北線は多くのトラス橋があるものの、
状態が悪くかなりの橋梁を整備することになる。北線（シソフォン～ポイペト（48km））
は現在軌道がなく、マレーシアから中古のレールの寄付を受け、新設していくことと
なる。また、施設としては信号、電気、踏み切り等の安全施設はプロジェクトに含ま
れておらず、コンセッショネアとの契約では、安全面の責任はカンボジア側に帰する
こととなっている。 

・ （鈴木氏）ADB の借款供与のコンディショナリティは、カンボジア国鉄の民営化であ
った。現在はすでにコンセッションの入札が行われ、オーストラリアの TOLL 社がコ
ンセッショネアの権利を獲得し、鉄道事業の運営・維持管理を行うこととなっている。
なお、TOLL 社は当地で合弁会社として TRR 社(Toll Royal Railway)を設立し、TRR 社
がオペレーションを行うこととなる。 

・ （鈴木氏）TOLL 社がコンセッショネアの権利を得たことによる当初のスコープから
の変更は、①シハヌークビル港に鉄道コンテナヤードを建設すること、②プノンペン
での積み下ろし基地としてプノンペンから西に 9.4km の位置にあるサモロン（北線と
南線が分岐する地点）を選定し、積み下ろし基地を建設することである。 

・ （小泉団長）事業のスケジュールは？→（鈴木氏）当初の計画では 2010 年 10 月に完
工している予定であったものの、現在の状況は南線が 20%、北線が 2%である。原因
はコントラクターである TSO 社（フランス）のモビライゼーションが遅れたこと、TSO
社からのサブコントラクターへの資金フローがうまくいっていないこと等である。今
後、南線については、シハヌークビル港内を除き 2011 年中に完成、シハヌークビル港
内コンテナヤードは現在設計を行っており、2011 年 10～11 月に工事開始、2012 年 3
月に供用できるようにしたい。北線については、プノンペン～プノントーチ（シソフ
ォン手前）を 2012 年 6 月までに、ポイペト～プノントーチを 2012 年 3 月までに完工
させたい。（補足：複数チームで工事は実施中であるため、各区間の完工時期は異なる）

・ （小泉団長）本事業の予算は？→（鈴木氏）当初は 50mil USD であったが、追加ロー
ン（64mil USD）がおり、計 114mil USD となっている。 

・ （鈴木氏）現在プノンペンからカンポット手前のトゥックメヤスまで操業が開始され
ており、貨物車のみでトゥックメヤス周辺でとれるセメントを袋詰めして運んでいる。

・ （鈴木氏）シハヌークビル港との関係では、運行スケジュールやコスト（タリフ）、ま
た需要予測等が関係してくると考えるが、これらはすべて TOLL 社が決定することと
なっており、対外的に明らかにされていない状況である。 

・ （小泉団長）本事業のこれまでの経緯を確認したい。→（鈴木氏）当初は TA として、
本事業の FS とデザインビルド用の Tender Document を作成し、その後、コントラクタ
ーのデザインレビューも含む施工管理を行っている。 

・ （鈴木氏）TOLL 社は早期操業開始を強く要望してきている。TOLL 社からの優先順
位としては①南線、②バッタンバンからポイペトとなっている。 

・ （鈴木氏）現在、北線・南線ともに旅客輸送は考えられておらず、貨物輸送だけの計
画となっている。南線では基本的にシハヌークビルとプノンペンの往復となり、その
間のトゥックメヤスでセメントを積み出す程度の輸送形態である。→（小泉団長）拠
点間輸送としての鉄道との位置づけと理解した。 

（本記録は面談者の了解を得たものではない。）
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